
今
月
よ
り
境
内
清

掃
を
総
出
の
形
で
村

方
各
組
、
町
方
の
み

な
さ
ん
に
三
回
に
分

け
て
お
世
話
に
な
り

ま
す
。
ご
多
用
の
と

こ
ろ
を
ご
厄
介
で
す

が
、
ど
う
か
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。来

る
十
九

日

（

日
）
に
は
、
恒
例
の

仏
婦

・
尼
講
合
同
研

修
旅
行
で
、
湖
北
地

方

・
大
河
ド
ラ
マ
の

去
る
、
五
月
十
九

日

（
木
）
に
尼
講

・

恒
例
の
、
本
堂
西
側

花
壇
の
植
栽
作
業
を

「
お
江
」
の
里
を
訪

ね
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

そ
し
て
二
十
五
日

（
土
）
に
は
、
若
葉

会
公
開
講
座
を
今
年

は
照
光
寺
本
堂
に
て

開
催
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

講
師
は
、
大
谷
大

学
名
誉
教
授

・
小
川

一
乗
師
で
す
。

皆
さ
ま
の
お
越
し
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

行
い
ま
し
た
。

尼
講
会
員
の
皆
さ
ま

ど
う
も
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

去
る
、
五
月
八
日

（
日
）
に
奈
良
県

・

浄
土
真
宗
本
願
寺
派

（
お
西
さ
ん
）
教
恩

寺
の
ご
住
職
で
、
シ

ン
ガ
ー
ソ
ン
グ
ラ
イ

タ
ー

・

「歌
う
尼
さ

ん
」
こ
と
、
や
な
せ

な
な
さ
ん
を
お
招
き

し
て
、
昨
年
九
月
に

続
き
、
今
年
も
本
堂

に
て
コ
ン
サ
ー
ト
を

開
催
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

や
な
せ
な
な
さ
ん

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

も
ご
紹
介
い
た
だ
い

て
い
た
こ
と
も
あ

っ

て
、
当
日
は
全
国
各

地
よ
り
約
百
名
の
方

々
に
お
越
し
い
た
だ

き
、
初
夏
の
爽
や
か

な
陽
気
の
も
と
、
や

な
せ
な
な
さ
ん
の
心

癒
さ
れ
る
素
敵
な
歌

声
を
聴
か
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

今
年
の
コ
ン
サ
ー

ト
は
、
東
日
本
大
震

災
の
被
災
地
の
方
々

へ
の
支
援
も

兼
ね

て
、
受
付
に
募
金
箱

を
設
置
さ
せ
て
い
た

だ
き
、
皆
さ
ま
の
善

意
の
義
援
金

・
一
万

二
千
六
百
七
十
二
円

を
日
本
赤
十
字
社
を

通
じ
て
被
災
地

へ
送

ら
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
皆
さ
ま
、
本

当
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

去
る
、
五
月
二
十

六
日

（
木
）
に
湖
南

市
菩
提
寺

・
真
宗
大

谷
派

正
念
寺
前
住

職
、
乾
憲
雄
師
を
今

年
も
お
招
き
し
て
、

「俳
句
の
こ
こ
ろ
」

と
い
う
テ
ー
マ
で
講

演
を
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

優
し
い
穏
や
か
な

語
り
口
で
、
俳
句
に

つ
い
て
と
て
も
わ
か

り
や
す
く
語

っ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
ご

参
加
い
た
だ
き
ま
し

た
皆
さ
ま
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

今
年
も
ま
た

梅
雨
の
季
節
が

訪
れ
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
し

ば
ら
く
は
雨
模
様
の

お
天
気
が
続
き
ま
す

の
で
、
境
内
の
様
ざ

ま
な
種
類
の
花
や
植

物
に
と

っ
て
は
恵
み

の
雨
と
な

っ
て
く
れ

ま
す
。

色
と
り
ど
り
の
紫

陽
花

（
ア
ジ

サ
イ
）
の
花

々
も
も
う
す

ぐ
花
を
咲
か

せ
て
く
れ
そ

う
で
、
お
寺

を
訪
れ
て
く
だ
さ
る

方
々
の
心
を
和
ま
せ

て
く
れ
そ
う
で
す
。
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今今今今
月月月月
のののの
ここここ
とととと
ばばばば

眠眠眠眠れれれれなななないいいい夜夜夜夜をををを
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三
日

（金
）

近近近近
江江江江
六六六六
組組組組
門門門門
徒徒徒徒
研研研研
修修修修
会会会会

午
後

一
時
半

五
日

（日
）
湖
東
地
区
・・・・推推推推
進進進進
員員員員
のののの
つつつつ
どどどど
いいいい

秦
荘

十
日

（金
）

おおおお
勤勤勤勤
めめめめ
とととと
仏仏仏仏
事事事事
作作作作
法法法法
のののの
つつつつ
どどどど
いいいい

（三
具
足
に
つ
い
て
）
①
午
後
二
時
②
午
後
七
時
半

十
二
日

（日
）

境境境境
内内内内
清清清清
掃掃掃掃
総総総総
出出出出

午
前
八
時

一
・
二

・
五

・
八
番
組

（＊
雨
天
時
は
十
八
日

（土
）
に
延
期
）

十
二
日

（日
）
湖
東
地
区
・同
朋
婦
人
大
会

五
個
荘

十
七
日

（金
）

仏仏仏仏
教教教教
文文文文
化化化化
講講講講
座座座座

映
画
鑑
賞

「てててて
ぃぃぃぃ
だだだだ
かかかか
んんんん
かかかか
んんんん
〜
海
と
サ
ン
ゴ
と
小
さ
な
奇
跡
〜
」
①
午
後
二
時
②
午
後
七
時
半

十
九
日

（日
）
仏仏仏仏
婦婦婦婦

・・・・
尼尼尼尼
講講講講
合合合合
同同同同
研研研研
修修修修
旅旅旅旅
行行行行

湖
北
方
面

・
お
江
の
里
を
訪
ね
て

二
十
五
日

（土
）
若若若若
葉葉葉葉
会会会会
公公公公
開開開開
講講講講
座座座座

午
後
二
時

照
光
寺

・
本
堂
に
て

二
十
八
日

（火
）
おおおお
講講講講

当
番

三
番
組

午
前
七
時
半

六六六六
月月月月
のののの
行行行行
事事事事
予予予予
定定定定

六六六六
月月月月
のののの
行
事
の
お
知
ら
せ

乾
憲
雄
師
に
よ
る
講
演

「俳
句
の
こ
こ
ろ
」

や
な
せ
な
な
さ
ん
コ
ン
サ
ー
ト
大大大大
盛盛盛盛
況況況況

尼
講
の
皆
さ
ま
に
よ
る
花
壇
植
栽
作
業

乾憲雄師による講演の様子

花壇の植栽作業の様子

敬敬敬敬

弔弔弔弔

ご
生
前

の
ご
遺
徳
を
偲
び
、
謹

ん

で
哀
悼

の
意
を
表
し
ま
す
。

法

名

常
行
院
釋

芳
専

俗
名

園
城

芳
男

様

（内
池
）

五
月
十

一
日
寂

七
十

一
歳

法

名

正
智
院
釋

尼
浄
有

俗
名

宇
佐
美

ま
さ
様

（内
池
）

五
月
十
四
日
寂

一
〇
一
歳

やなせななさんコンサートの様子


